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【背景・目的】 
多環芳香族炭化水素（Polycyclic aromatic hydrocarbon : PAH）類はタンカー油流出事故等を通じて
海洋を広域に汚染する。実際に原油汚染海水で孵化した稚魚に脊柱彎曲が観察されているが、その発
症機序は不明である。これまでに早川らは、酵母 two-hybrid 法を用いて、PAH 類はヒトのエストロ
ゲン受容体（Estrogen receptor : ER）に結合しないが、モノヒドロキシ多環芳香族炭化水素
（Hydroxylated polycyclic aromatic hydrocarbon : OHPAH）類は結合活性を示すことを明らかにした。
骨代謝を調節する因子の一つとしてエストロゲンがあることから、PAH 類が代謝されて生じた
OHPAH 類が ER を介して、魚類の骨代謝に影響を与える可能性が考えられる。そこで、本研究では
重油汚染海水中に含まれる PAH 類の代謝物が上述の魚の脊柱湾曲を発症させる本体の可能性がある
と考え、水生動物に対する PAH 類とその代謝産物である OHPAH 類の作用を解析する為に、以下の
研究を行った。 









4-Hydroxybenz[a]anthracene （ 4-OHBaA ） 、 さ ら に BcP 投 与 キ ン ギ ョ の 胆 汁 中 か ら 3-






































（本研究は、金沢大学大学院 自然科学研究科 薬学系の川部季美氏の修士論文の一環として行われた) 
